
セミナー終了 
 世の中は村上春樹の新刊と東京マラソンと、忙しい週末だった
方もいらっしゃると思いますけれど、2/25（土）に横浜市動物愛
護センターで「高齢犬・猫との暮らし方セミナー」の講師をやっ
てきました。なかなかこういう機会もないので、それなりに用意
していきました。私がやるなら腫瘍関係が役に立つかな？と思い、
腫瘍の病気の子をお連れいただいた時に、みなさんが悩む場面
（手術が必要かもしれないという時にどうしましょうか？など）
の投げかけをしてみました。何かを考えるきっかけになればいい
な、あの時こういう事があるって言ってたな、という引き出し作
りのつもりです。こういう場合はこうですという講義スタイルで
はないため、期待ハズレになっていなければいいですけど。 

*診療写真の撮影にご協力頂いた皆様ありがとうございました。 

終了後の質問時間に、老年ペットと、老人飼主家族の組合せの場
合、自分たちが動くのもやっとな感じの老夫婦だと、病院にも連
れていけないがどうしたらいいのか？という質問を頂きました。 

現実的に増えている問題だと思われます。往診くらいはできます
けれど、ペットの病気を治せばいいのか？動物飼育自体が無理な
のか？取り上げる必要があるのか？放置されることが許される
か？など色々なことを判断しないといけなくなるわけです。それ
なのに、今まで動物病院へ頂いている相談の場合、明日までには
なんとかしないといけない、なんて言われてしまうこともあるの
です。ご協力したいところですが、明日までに、というのは大抵
無理です。早めに動けば解決策を探すことができるかもしれませ
んので、不安がある場合には早め早めに相談して下さい。動物病
院でなくてもいいと思います。早めに色々声がけをして解決して
いる方がいらっしゃいます。 

誰かに、早めに相談して下さい。と返答しました。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                       
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腫瘍のお話  （講演内容より） 
 
悪性腫瘍は進行性の病気のため、その進行度
（ステージ）によって、治せる段階と治せない
段階に分けられます。 
どんな腫瘍か？どういう進行度合いであるの
か？がわかると、これからどうなっていくので
どういう治療がいいのか？を提案できるように
なるわけです。言ってみれば見積もり段階なの
ですが、ここにたどり着くまでにはどんな腫瘍
か？のために細胞検査や病理検査、レントゲン
や超音波、血液検査をフルに活用する必要があ
り、そしてどういう段階か？体力はあるのか？
などを知る必要があります。 
治せる、と見込んだら、積極的に治療を勧めま
すし、もう転移があってステージⅣ、という段
階の場合は、強い治療はお勧めしない状況、と
なるわけです。病気が進行する前に、何かに気
づいたら、お早めに動物病院にご相談下さい。 

3月はワンちゃんの予防シーズンに入ります。 
血液健康検査は3月から、フィラリア投薬は5月から始まります。 
年間を通してお薬を8か月分やっていただくと、今年も何かがありますよ！ 
忘れそうな方は毎月ご来院ください！ 
面倒な方は8か月分まとめて揃えておいてください！ 

12時から2時まで、混雑回避用に予約時間にしようと思います。 
 

愛護センターの視聴覚室です。 
獣医師会関係のセミナーも年に 
数回行われています。 
獣医師会の先生方には 
「また頼めそうだな！」 
なんて言われてしまいました。 
お役に立てそうなら嫌ではあり
ませんが、またがあると出張が
増えることになってしまいま
す・・・当院に迷惑がかからな
ければいいのですが、どっちが
いいのかな？ 
断る方がいいでしょうか？ 



狂犬病ってどんな病気か知っていますか？ 
狂犬病の動画がたくさんありました。 
 
 狂犬病は、動物に咬まれてヒトにうつると脳症状となりそのヒ
トはほぼ100％死んでしまう病気です。この前セミナーで再確認し
ましたが、横浜は、日本で犬猫に狂犬病が最後まで発生した土地、
数年前に帰国者が狂犬病を発症した土地、外国船が出入りして犬
も出入りする可能性がある土地、といった土地柄にあります。 
 犬以外の哺乳類、狸、狐、アライグマ、イタチ、コウモリなど
もうつるのですが、（you tubeにたくさんの動画があり、イヌネ
コ以外の狂犬病を疑う危ないしぐさの動物などもありました。参
考までに写真↓）狂犬病予防は、イヌへの予防注射が一番です。 
狂犬病予防の注射は、動物病院で受けても、集合注射で受けても、
どちらでも構いませんので、注射は必ず受けてください。持病が
ある子は相談してくださいね。ちなみに、当院では、他の予防と
一緒にやると、70円ほど集合注射よりお安くできる計算になりま
す（診察料があるため）。 
 
 
 

お知らせ 
 
イベルメック → 
は 
今年は個包装のもの
をそろえてみました。 

予
防
薬
の
比
較
表 

予約用時間 
のお知らせ 
（4～6月） 

 
お昼時間 

12時～14時
まで 

 
混雑回避のた
め予約用時間
を設定します。 

 
この時間は 
緊急を除き 
予約の方から 
順番にします。 

 
お電話にて 
承ります。 

当日 
12時まで 

受付します。 
 

4～6月は 
ワンコが多く 
ニャンコが 
怖がるため 
ネコ時間の 
確保のため 
でもあります。 

 
日曜祝日も 
同じです。 

 
832-0390 

 


